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2016年９月29日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ホ ッ ト リ ン ク

代表者名 代表取締役社長CEO 内 山 幸 樹

（コード番号：3680   東証マザーズ）

問合せ先 執行役員  

財務本部長兼CFO 
山 田 真 澄

（ TEL. 03-5745-3900）

 

 

（訂正）「2016年12月期 第２四半期決算短信補足資料」の訂正に関するお知らせ 

 

2016 年８月 12 日に公表した 2016 年 12 月期 第２四半期決算短信補足資料を以下の通り訂正すること

をお知らせいたします。 

記 

 

訂正内容と訂正理由  

2016 年 12 月期 第２四半期決算短信補足資料の「Ⅱ成長戦略の進捗」の P20 から P28 のテンセント

との協業に関するスライドを削除します。 

削除する理由は、協業の内容について誤解を招く表現があったためです。 

なお、2016 年６月７日に「テンセント社傘下の WeChat Pay 事業部との MOUの締結に関するお知らせ」、

「マーチャント・サポート株式会社との業務提携に関するお知らせ」、2016 年８月 15日に「QQ.com 教育

チャンネルとの動画制作に関する業務提携のお知らせ」を発表させていただきましたが、その進捗は順

調に進んでおります。 

 

以下に訂正後の 2016 年 12 月期 第２四半期決算短信補足資料を添付いたしますので参照ください。 

 

以 上 



決算短信補足資料 

2016年12月期 第２四半期  

2016年8月12日 
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2016年12月期 Q2(1-6月)連結決算 

Consolidated Financial Results for Fiscal Year 2016(Jan-Jun) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※英語の変更が必要
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▶TOPICS 
2016年12月期 Q2(1-6月)連結決算 
Consolidated Financial Results for Fiscal Year 2016(Jan-Jun) 
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連結決算（IFRS）エグゼクティブ・サマリー 

• 売上高：1,132百万円 
 主力事業は順調に拡大 

 ソーシャルビッグデータ販売の一部商品における契約形態の変更（グロス表示（前期）
からネット表示（今期））による減少 

 円高の影響による減少 

 

• 営業損失：582百万円  

 主に、のれんに対する減損損失593百万円計上 

 

• EBITDA：192百万円 
 順調に増収 
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▶TOPICS 
2016年12月期 Q2(1-6月)連結決算 
Consolidated Financial Results for Fiscal Year 2016(Jan-Jun) 
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第２四半期 連結業績サマリー（PL）（IFRS） 

2016年12月期Q2 2015年12月期Q2 前年同期比 

売上高 1,132 1,216 △6.9％ 

販売費及び一般管理費 551 554 － 

その他費用・収益 
（うち減損損失） 

593 
（593） 

84 
（－） － 

営業利益（△は損失） △582 11 △5,159.7％ 

金融費用・収益 
（うち為替差損） 

34 
（21） 

49 
（33） － 

四半期利益 △603 △51 － 

EBITDA 192 168 ＋14.4％ 

（単位：百万円） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Q：なぜ10％減ったのですか？（達成率90.4%）　→ダウンは20%下がる予定でした。理由は公共系を取る予定が取れなかったから。しかしそれを10%ダウンまでに抑えた。

Q：下期これで業績達成できるのですか？→下期にいくつかプロジェクトを走らせる予定もあり、計画通り達成すべく努力しております。
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▶TOPICS 
2016年12月期 Q2(1-6月)連結決算 
Consolidated Financial Results for Fiscal Year 2016(Jan-Jun) 

Ⅰ Copyright© Hottol ink,  Inc. 
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第２四半期 連結業績サマリー（BS）（IFRS） 

2015年12月期 2016年Q2末 前年比 

  流動資産 949   1,191 ＋241 

  非流動資産 3,796 2,716 △1,079 

資産合計 4,745 3,907 △838 

  流動負債 2,716 1,610 △1,106 

  非流動負債 567 543 △24 

負債合計 3,284                                       2,153 △1,130 

  資本合計 1,461 1,754 ＋292 

負債資本合計 4,745 3,907 △838 

（単位：百万円） 

主な変動要因は、 

①借入金の返済855百万円により流動負債が減少 

②新株及び新株予約権の発行による資金調達1,168百万円により資本が増加 
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▶TOPICS 
2016年12月期 Q2(1-6月)連結決算 
Consolidated Financial Results for Fiscal Year 2016(Jan-Jun) 

Ⅰ Copyright© Hottol ink,  Inc. 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

売上増減分析（対前年同期比） 

（単位：百万円） 
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▶TOPICS 
2016年12月期 Q2(1-6月)連結決算 
Consolidated Financial Results for Fiscal Year 2016(Jan-Jun) 

Ⅰ Copyright© Hottol ink,  Inc. 
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営業利益増減分析（対前年同期比） 

（単位：百万円） 
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▶TOPICS 
2016年12月期 Q2(1-6月)連結決算 
Consolidated Financial Results for Fiscal Year 2016(Jan-Jun) 

Ⅰ Copyright© Hottol ink,  Inc. 
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EBIDTA増減分析（対前年同期比） 

（単位：百万円） 
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▶TOPICS 
2016年12月期 Q2(1-6月)連結決算 
Consolidated Financial Results for Fiscal Year 2016(Jan-Jun) 

Ⅰ Copyright© Hottol ink,  Inc. 
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減損損失について 

   

  
 

 

Effyis社に対するのれんの減損損失5.9億円を計上 

 2016年6月時点の事業計画に基づいた減損テストを実施し、 
公正価値の評価を算定 

評価の結果、5.9億円（5百万米ドル）を減損処理 

この結果、公正価値は17億円（17百万米ドル）となる 
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▶TOPICS 
2016年12月期 Q2(1-6月)連結決算 
Consolidated Financial Results for Fiscal Year 2016(Jan-Jun) 

Ⅰ Copyright© Hottol ink,  Inc. 
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為替変動リスクに対する現状認識と今後の対応 

為替変動による影響
を受ける要素 

現状認識 今後の対応 

1. 外貨建て資産・負債
の円建て評価の変
動による為替差損益 
 
 

2. 米国子会社事業の
売上・費用の円建て
換算の変動による連
結売上・費用の変動 

 
 

1. 当社事業規模では、
為替変動による損益へ
の影響は大きいと認識
している 
 

2. 円高に振れれば業績
は下方リスクとなり、円
安に振れれば上方要
素となる 

1. 資産・負債の残高のバ
ランス化を引き続き検
討していく 
 
 

2. 業績予想に対するリス
クを最小限にするため、
下期計画の予想為替
レートを1ドル100円に
設定する 
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Ⅱ 成長戦略の進捗 
Growth Strategy for FY 2020 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※英語要変更



▶TOPICS 
今後の成長戦略 

Growth Strategy for FY 2020 

Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,000億円規模の事業を創成していく 

12 

2020年12月期 

   売上    100億円 

   海外売上比率  80％ 

    

中期目標 



▶TOPICS 
今後の成長戦略 

Growth Strategy for FY 2020 

Ⅱ 
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中期目標実現に向けた事業ポートフォリオ 

世界における 
インバウンド消費支援サービス 

 
 
 
2016年〜 
↑ 

世界の 
ソーシャル・ビッグデータ販売 

 

 
2015年 
世界市場への展開 
↑ 

日本の解析ツール 
サービス 

↑ 
上場まで 
国内での実績 
 



▶TOPICS 
成長戦略の進捗 
Growth Strategy for FY 2020 

Ⅱ 
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14 

事業毎の重み付け 



▶TOPICS 
今後の成長戦略 

Growth Strategy for FY 2020 

Ⅱ 
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国内インバウンド市場の拡大 

（単位：万人） （単位：億円） 

日本のインバウンド消費市場は予想を上回るスピードで拡大中 

訪日外国人消費動向調査 平成27年（2015年）年間値（速報）および平成27年10-12月期の調査結果 
～年間値で初めて3兆円を突破！中国人の買物支出が牽引～ 
http://www.mlit.go.jp/kankocho/newshounichi_150326.html 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
観光庁は、2020年には●●と言ってますが、2015年に3兆を超えました。
市場は、予想以上にでかい



▶TOPICS 
今後の成長戦略 

Growth Strategy for FY 2020 

Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 

今起きている課題 

対象となる地域・属性・国籍が広すぎる 

文化が異なり、仮説が立てられない 

トレンドの変化のスピードが早過ぎる 

限定した調査でも、コスト・時間が 

かかりすぎる 

外国人消費者の動向をスピーディに把握し、トレンドにのって売上を上げたいが、 

データに基づく顧客理解を 
背景にした 

マーケティング施策が 
立てられない 



▶TOPICS 
今後の成長戦略 

Growth Strategy for FY 2020 
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今起きている課題とその解決方法 

データに基づく顧客理解を背景にした 
マーケティング施策が立てられない 

世界中の 
ソーシャル・ビッグ

データ 

ソーシャル・ 
ビッグデータの 
リアルタイム 
解析技術 

× 

課題 

解決方法 

我々の強みを 
掛け合わせることで 

解決！ 



▶TOPICS 
今後の成長戦略 

Growth Strategy for FY 2020 

Ⅱ 
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世界の移動人口のインサイト分析事業を展開 

2015年〜 

2016年〜 

2017年〜 

分析対象の観光客 

中国から 日本へ 

日本以外の 
国・地域へ 

中国以外の 
国・地域から 



▶TOPICS 
今後の成長戦略 

Growth Strategy for FY 2020 

Ⅱ 
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本四半期の重要なトピック 

中国テンセント傘下のWeChat Pay事業部とインバウンド消費
支援サービスに対する協業についてMOU締結（2016年6月7日発表) 

 

 

               



▶TOPICS 
今後の成長戦略 

Growth Strategy for FY 2020 

Ⅱ 
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世界の旅行客のインサイト分析事業を展開 

2015年〜 

2017年〜 

分析対象の観光客 

中国から 日本へ 

日本以外の 
国・地域へ 

中国以外の 
国・地域から 

2016年〜 



▶TOPICS 
今後の成長戦略 

Growth Strategy for FY 2020 

Ⅱ 
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各国展開の進捗 

• アジア各国の関連事業者との取り組みのディスカッショ
ンが本格的に進捗中 



▶TOPICS 
今後の成長戦略 

Growth Strategy for FY 2020 

Ⅱ 
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中期目標実現に向けた事業ポートフォリオ 

世界における 
インバウンド消費支援サービス 

 
 
 
2016年〜 
↑ 

世界の 
ソーシャル・ビッグデータ販売 

 

 
2015年 
世界市場への展開 
↑ 

日本の解析ツール 
サービス 

↑ 
上場まで 
国内での実績 
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